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1.  平成23年3月期第2四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 15,843 2.5 970 △32.5 1,057 △30.9 612 △37.4

22年3月期第2四半期 15,452 3.3 1,437 85.1 1,530 92.8 978 119.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 29.22 ―

22年3月期第2四半期 46.46 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 44,129 32,856 74.5 1,570.79
22年3月期 45,555 32,948 72.3 1,566.37

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  32,856百万円 22年3月期  32,948百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00
23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 15.00 15.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 39,000 △4.4 3,150 △28.3 3,300 △24.5 2,100 △5.9 100.39



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 21,858,491株 22年3月期  21,858,491株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  941,232株 22年3月期  823,782株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 20,958,464株 22年3月期2Q 21,060,116株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、海外経済の回復や政府による経済対策の効果などを背景に、企

業収益の改善や個人消費の持ち直しの動きが見られたものの、円高や株安傾向などの不安材料から先行き不透明

感を払拭することができず、不安定な雇用情勢が続くなど、依然として厳しい状況が続きました。 

 建設業界におきましては、政権交代により公共建設投資が大幅に削減され、民間建設投資におきましても、企

業収益に明るさが見えてきたものの、景気の不安定要素から設備投資意欲が低く、引き続き厳しい受注環境とな

りました。 

 このような状況のなかで当社は、建設事業における熾烈な受注競争に勝ち残るために、生き残りをかけて受注

目標の必達を目指し、建築工事では、提案営業による特命受注を目指した専任チームを構成して営業展開を図

り、土木工事では、総合評価方式に対応する技術提案力の強化に取り組んでまいりました。また、利益を確保す

るために、購買価格の大幅な低減や厳密な工程管理によるコスト最小化にも取り組んでまいりました。 

 その結果、当第２四半期累計期間の受注高は、前第２四半期累計期間比46億４百万円（30.5%増）増加し、197

億３百万円となりました。 

 建設事業売上高は、前第２四半期累計期間比３億９千６百万円（2.6%増）増加し、155億６千１百万円となり

ました。これは、前第１四半期会計期間から適用いたしました工事進行基準による売上が、建設事業売上高の

85%以上となったことを主因としたものであります。 

 また、不動産事業売上高は、前第２四半期累計期間比５百万円（1.8%減）減少し、２億８千２百万円となりま

した。これは、賃貸物件の改修等により、一時的に賃貸収入が減少したためであります。 

 上記により、売上高合計は、前第２四半期累計期間比３億９千１百万円（2.5%増）増加し、158億４千３百万

円となりました。 

 営業利益は、前第２四半期累計期間比４億６千７百万円（32.5%減）減少し、９億７千万円になりました。こ

れは、建設事業における設計変更予定の不受注により発生した不採算工事の影響等によるものであります。 

 また、経常利益は、前第２四半期累計期間比４億７千３百万円（30.9%減）減少し、10億５千７百万円とな

り、四半期純利益については、前第２四半期累計期間比３億６千６百万円（37.4%減）減少の、６億１千２百万

円となりました。 

  

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末比14億２千５百万円（3.1%減）減少し、441億２千９百

万円となりました。 

 流動資産は、前事業年度末比２億７千２百万円（1.0%減）の減少に留まりましたが、固定資産が前事業年度末

比11億５千２百万円（6.2%減）減少となったものであります。この固定資産の減少は、有形固定資産が、減価償

却費計上を主因として前事業年度末比６億６千７百万円（5.2%減）減少したことに加え、投資有価証券が時価の

下落により減少したことを主因として、投資その他の資産が前事業年度末比４億７千１百万円（8.4%減）減少し

たこと等によるものであります。 

 当第２四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末比13億３千３百万円（10.6%減）減少し、112億７千３百

万円となりました。これは、当第２四半期会計期間末が、前事業年度末に比較して工事施工高の減少により、支

払手形・工事未払金等が減少したことに加え、法人税納付に伴い未払法人税等が減少したこと等によるものであ

ります。 

 当第２四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末比９千１百万円（0.3%減）減少し、328億５千６百万

円となりました。これは、株主資本が利益剰余金の増加により、前事業年度末比１億９千６百万円（0.6%増）増

加したものの、上場株式を中心として時価が下落したため、その他有価証券評価差額金が前事業年度末比２億８

千８百万円（66.8%減）減少したためであります。 

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期累計期間における営業・投資・財務の各活動別キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであり

ます。 

（営業活動によるキャッシュ・フローの状況） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、12億４千７百万円の収入超過となりました。（前第２四半期累計期間

17億３千３百万円の収入超過）これは、売上債権の減少等に加え税引前四半期純利益及び減価償却費等の非資金

費用等を要因としたものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フローの状況） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、９億６千７百万円の支出超過となりました。（前第２四半期累計期間

15億９千７百万円の支出超過）これは、効率的な短期運用を目的とした有価証券の取得が償還を上回ったこと等

の要因によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フローの状況） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、４億９千万円の支出超過となりました。（前第２四半期累計期間３億

２千６百万円の支出超過）これは、配当金の支払額や自己株式の取得等によるものであります。 

 これにより、現金及び現金同等物の四半期末残高は、89億５千２百万円となりました。（前第２四半期末残高

80億２千２百万円） 

  

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 今後の見通しにつきましては、円高や株安傾向などの不安材料が払拭しきれていないことや、雇用情勢が依然

として厳しいことなどから、先行き不透明な状況が続くものと予想されます。 

 建設業界におきましては、公共建設投資の縮減や民間建設投資に対する慎重姿勢が続き、引き続き建設需要の

縮小が見込まれることから、厳しい経営環境が続くものと思われます。 

 このような環境のなかで当社は、これら諸般の情勢を十分認識し、生き残りをかけて受注競争に挑戦して受注

目標の達成を目指すとともに、全社をあげてより一層のコスト低減に取り組み、利益の確保に努めてまいりま

す。 

 なお、通期業績予想につきましては、景気低迷に伴う民間設備投資の延期等により、工事の発注時期がずれ込

んでいることや、当第２四半期累計期間に発生した不採算工事の影響等を踏まえ、平成22年10月１日に以下のと

おり予想数値を修正しております。 

  

「参考」平成23年３月期通期業績予想の修正（平成22年10月１日発表）       （単位：百万円）  

  

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり当期

純利益 

     円 銭 

前回予想（Ａ）   40,000 3,700  3,870  2,240 106.49

今回修正（Ｂ）  39,000 3,150  3,300  2,100 100.39

増減額（Ｂ－Ａ）  △1,000 △550  △570  △140 ― 

増減率 △2.5% △14.9% △14.7% △6.3% ― 

(ご参考)前期実績 

(平成22年３月期) 
 40,776 4,393  4,373  2,230 105.81
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（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 貸倒実績率が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前事業年度決算において算

定した貸倒実績率等の合理的な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。 

②完成工事に係るかし担保費用見積額の算定方法 

 補償見積率が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前事業年度決算において算

定した過去の実績率等の合理的な基準を使用して補償見積額を算定しております。 

③税金費用の計算方法 

 税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法人税

等調整額は「法人税等」に含めて表示しております。 

  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

 これにより、営業利益及び経常利益は1,386千円減少し、税引前四半期純利益は19,597千円減少しておりま

す。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は40,496千円であります。 

 なお、資産除去債務の変動額は、第１四半期会計期間の期首における残高を記載しております。 

  

  

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 8,952,525 9,163,166

受取手形・完成工事未収入金等 9,909,532 11,770,140

有価証券 3,100,364 2,099,994

販売用不動産 353,324 370,954

未成工事支出金 3,621,629 2,627,849

繰延税金資産 378,339 378,339

その他 413,539 607,997

貸倒引当金 △81,630 △97,890

流動資産合計 26,647,625 26,920,551

固定資産   

有形固定資産   

車両運搬具（純額） 4,641,405 5,274,979

その他（純額） 7,602,318 7,636,536

有形固定資産計 12,243,723 12,911,515

無形固定資産 121,483 134,385

投資その他の資産   

投資有価証券 3,976,781 4,670,156

繰延税金資産 760,818 558,203

その他 379,552 360,577

貸倒引当金 △10 △10

投資その他の資産計 5,117,142 5,588,926

固定資産合計 17,482,348 18,634,827

資産合計 44,129,974 45,555,379

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 5,814,711 6,581,151

未払法人税等 486,274 1,367,163

未成工事受入金 2,182,202 1,725,300

引当金 70,541 89,270

その他 1,167,589 1,257,614

流動負債合計 9,721,319 11,020,499

固定負債   

長期借入金 359,640 441,940

退職給付引当金 935,706 928,177

資産除去債務 40,931 －

その他 215,632 216,429

固定負債合計 1,551,910 1,586,546

負債合計 11,273,229 12,607,046
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,302,375 3,302,375

資本剰余金 3,338,395 3,338,395

利益剰余金 26,735,540 26,444,227

自己株式 △662,487 △567,639

株主資本合計 32,713,824 32,517,359

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 142,919 430,973

評価・換算差額等合計 142,919 430,973

純資産合計 32,856,744 32,948,333

負債純資産合計 44,129,974 45,555,379
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高   

完成工事高 15,164,898 15,561,835

不動産事業売上高 287,255 282,111

売上高合計 15,452,153 15,843,947

売上原価   

完成工事原価 12,616,710 13,404,442

不動産事業売上原価 165,370 179,627

売上原価合計 12,782,080 13,584,069

売上総利益   

完成工事総利益 2,548,188 2,157,392

不動産事業総利益 121,884 102,484

売上総利益合計 2,670,073 2,259,877

販売費及び一般管理費 1,232,660 1,289,616

営業利益 1,437,412 970,260

営業外収益   

受取利息 11,353 11,490

受取配当金 49,169 46,168

その他 43,091 40,354

営業外収益合計 103,614 98,014

営業外費用   

支払利息 3,598 2,121

投資有価証券売却損 － 5,510

投資有価証券評価損 3,614 －

その他 3,164 3,537

営業外費用合計 10,378 11,169

経常利益 1,530,648 1,057,105

特別利益   

固定資産売却益 － 2,867

貸倒引当金戻入額 111,885 16,260

賠償損失引当金戻入額 44,013 －

特別利益合計 155,898 19,127

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 18,211

その他 － 3,495

特別損失合計 － 21,707

税引前四半期純利益 1,686,546 1,054,526

法人税等 708,000 442,000

四半期純利益 978,546 612,526
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（第２四半期会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高   

完成工事高 9,568,132 9,534,334

不動産事業売上高 142,941 143,188

売上高合計 9,711,074 9,677,522

売上原価   

完成工事原価 8,112,311 8,402,679

不動産事業売上原価 81,917 81,403

売上原価合計 8,194,229 8,484,082

売上総利益   

完成工事総利益 1,455,820 1,131,655

不動産事業総利益 61,023 61,784

売上総利益合計 1,516,844 1,193,440

販売費及び一般管理費 584,995 616,057

営業利益 931,849 577,382

営業外収益   

受取利息 6,994 6,137

受取配当金 6,573 2,287

受取地代家賃 7,286 7,248

その他 8,011 4,358

営業外収益合計 28,865 20,031

営業外費用   

支払利息 1,697 1,066

投資有価証券評価損 3,614 －

自己株式取得費用 － 390

売上債権売却損 － 373

その他 1,558 －

営業外費用合計 6,871 1,830

経常利益 953,844 595,584

特別利益   

固定資産売却益 － 2,533

貸倒引当金戻入額 38,485 －

賠償損失引当金戻入額 44,013 －

特別利益合計 82,498 2,533

特別損失   

固定資産除却損 － 465

特別損失合計 － 465

税引前四半期純利益 1,036,342 597,652

法人税等 435,000 251,000

四半期純利益 601,342 346,652
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 1,686,546 1,054,526

減価償却費 720,641 819,937

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 18,211

貸倒引当金の増減額（△は減少） △111,885 △16,260

工事損失引当金の増減額（△は減少） △23,260 △1,970

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △10,010 △14,109

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,294 7,529

受取利息及び受取配当金 △60,522 △57,659

支払利息 3,598 2,121

投資有価証券評価損益（△は益） 3,614 1,175

投資有価証券売却損益（△は益） △6,394 5,510

有形固定資産売却損益（△は益） － △2,867

有形固定資産除却損 953 3,495

売上債権の増減額（△は増加） 4,185,431 1,860,608

未成工事支出金の増減額（△は増加） △1,483,251 △993,780

販売用不動産の増減額（△は増加） 1,513 17,629

未収入金の増減額（△は増加） 208,447 178,235

仕入債務の増減額（△は減少） △2,223,359 △766,439

未成工事受入金の増減額（△は減少） 345,082 456,902

その他の流動負債の増減額（△は減少） △202,058 △258,341

未払消費税等の増減額（△は減少） △200,687 194,957

その他 31,580 3,988

小計 2,871,275 2,513,401

利息及び配当金の受取額 58,391 58,480

利息の支払額 △3,598 △2,121

法人税等の支払額 △1,192,916 △1,321,986

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,733,152 1,247,775

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △5,499,289 △7,200,318

有価証券の売却及び償還による収入 4,020,000 6,200,000

有形固定資産の取得による支出 △93,076 △164,079

有形固定資産の売却による収入 13,500 400

無形固定資産の取得による支出 △28,624 △474

投資有価証券の取得による支出 △314,782 －

投資有価証券の売却及び償還による収入 290,321 206,844

貸付金の回収による収入 302 305

その他 14,321 △10,172

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,597,326 △967,494
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △83,579 △82,299

配当金の支払額 △316,060 △315,708

自己株式の取得による支出 △1,705 △167,232

自己株式の売却による収入 75,009 75,589

リース債務の返済による支出 － △1,270

財務活動によるキャッシュ・フロー △326,335 △490,921

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △190,510 △210,640

現金及び現金同等物の期首残高 8,213,201 9,163,166

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,022,690 8,952,525
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 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

（１）受注高、売上高及び繰越工事高  

①受注高                                     （単位：千円、％） 

  

②売上高                                     （単位：千円、％） 

  

③繰越工事高                                   （単位：千円、％） 

 （注）金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

  前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間 比較増減 増減率 前事業年度 

建設事業 

土木工事  11,129,493  13,618,040  2,488,547  22.4  28,308,839

建築工事  3,681,984  5,803,457  2,121,472  57.6  10,395,962

計  14,811,477  19,421,497  4,610,019  31.1  38,704,801

不動産事業  287,255  282,111  △5,143  △1.8  570,177

合計  15,098,732  19,703,609  4,604,876  30.5  39,274,979

  前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間 比較増減 増減率 前事業年度 

建設事業 

土木工事  9,743,380  11,335,955  1,592,575  16.3  26,595,852

建築工事  5,421,518  4,225,879  △1,195,638  △22.1  13,610,305

計  15,164,898  15,561,835  396,936  2.6  40,206,157

不動産事業  287,255  282,111  △5,143  △1.8  570,177

合計  15,452,153  15,843,947  391,793  2.5  40,776,335

  前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間 比較増減 増減率 前事業年度 

建設事業 

土木工事  9,607,965  12,216,924  2,608,958  27.2  9,934,839

建築工事  5,917,093  6,019,862  102,769  1.7  4,442,284

計  15,525,058  18,236,786  2,711,727  17.5  14,377,124

不動産事業 － － － － － 

合計  15,525,058  18,236,786  2,711,727  17.5  14,377,124
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